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第２分科会

「高校教員との連携、
リーダー育成」



「分科会の流れ（その１）」

１．参加者の活動紹介

２．高校での組織的な活動事例の紹介

ー生物教育研究会での「大阪の高校

生による指標生物調査」(1988～）

３．分科会としての活動事案の提案

⇒具体的な実践方法について、参加

者間での意見交換

４．今後の取組み案の決定⇒ＰＲ



タンポポの外来種の比率の変化
（大阪府、1980～2000年）



２００５年以降の外来種率の変化



メッシュ別の外来種の比率の変化(大阪)



「指標生物調査」の目的
１．高校生に自宅周辺の生物調査を課す
ことで、身近な自然に目を向けてもらう。
２．結果を集約して、指標生物の分布から
見た大阪の自然の現状と変化を知る。
３．その結果から「大阪の自然の教材化」を
行い、調査に参加した生徒に還元する。
４．高校生の自然認識について把握し、環
境教育の方向性を考える参考とする。
５．多くの高校で合同調査を行うことで、
指導方法の共有や情報交換が可能。



調査参加校・参加者数の変化

調査年度 参加校数 参加者数

１９８８年 ６０校 １５６９１人

１９８９～９０年 ５３校 １２４７４人

１９９４年 ５１校 ７９６７人

１９９８年 ４５校 ９０１２人

２００３年 ３７校 ７１１２人

２００８年 ２９校 ５２９３人

２０１３年 ２３校 ５５６４人

２０１８年 ２８校 ５２０５人



指標生物調査マニュアル（表）



指標生物調査マニュアル（裏）



回答用マークカード

組・番号・男女を
記入し、マーク

設問１～３４は
１個ずつマーク

緯度・経度(10)
と学校番号(2)



11

調査場所の位置の記録
調査地点（あなたの自宅周辺）の位置の「緯
度」と「経度」をスマホ等で調べて記録します

スマホをもっている人は、
このQRコードを写メして、プ
ラウザを開いてください

スマホ・パソコンで、
「Google mapで緯度・経
度を求める」を検索しても、
同じ画面が出てきます



大阪府の地図



５×５メッシュ ２×２メッシュ



発見率が増加を続けている種類



発見率が減少している種類



増加して近年減少している種類

増加と減少
が見られる
種類















爬虫類ペット内訳



ヘビを見る頻度別のヘビに触れる
生徒の割合（２００３年）



ヘビを見る頻度別のヘビに触れる
生徒の割合（２０１８年）



「泉北高校での環境教育」



「泉北高校サイエンス部」



「分科会の流れ（その２）」

１．参加者の活動紹介

２．決定した取組み案の報告

３．今後の取組みに向けて、参加者各自

の取り組み内容の提案

４．分科会としての取組み内容の決定

⇒取組みのタイムスケジュールや、役

割分担（依頼できるメンバーも含め）

５．取組みのＰＲ（まとめ）



「今後の取組みの提案」

１．高校生を中心とした生き物調査の提

案（大阪府の研究会では次回は２０１３

年実施予定）

２．「日本生物教育会」全国大会

２０２３年８月開催予定（於近畿大学）

における研究協議の環境教育分科会

（テーマは「SDGｓ」と仮決定）への提起


